
第２７回秋芳地域審議会（概要） 

 

日 時 

  平成２９年１１月７日（火）１８：３０～１９：５０ 

 

場 所 

  美祢市秋芳保健センター１階 健康相談室 

 

出席者 

  秋芳地域審議会委員 １２名 

    永嶺克博会長、中村久副会長、安富善政副会長、 

    藏本隆博委員、植山正雄委員、吉村徹委員、 

    長谷京美委員、野村ミヨ子委員、小田村治久委員、 

    藤井英典委員、笹村真委員、福田雄一委員 

 

  秋芳地域審議会事務局 ６名 

    総務部    部長   田辺 剛 

    財政課    課長   竹内 正夫 

    総合政策部  部次長  繁田 誠 

    企画政策課  課長補佐 印藤 誠治 

秋芳総合支所 所長   鮎川 弘子 

総合窓口課  主事   福本 敦 

欠席者 

  秋芳地域審議会委員  ３名 

北村ひかり委員、山縣博行委員、吉野和久委員 

 

 傍聴者 なし 

 

概 要 

１ 開会 

 鮎川所長より開会 

２ 会長あいさつ 

   永嶺克博会長よりあいさつ 

３ 議 事 

 (1) 第１次美祢市総合計画（実施計画）に係る意見具申について 

前回審議会の意見を集約した意見具申案について、原案どおり了承された。                         

(2) 新市基本計画の一部変更について 

 ・財政計画について 

新市基本計画の一部変更について、財政課の竹内課長より説明。 

 

委 員：博物館の建て替えなどは含まれていますか。 



 

事務局：財政計画の参考資料に主要事業一覧を載せておりますとおり、その他の公共施

設の整備の中に含まれております。 

 

委 員：全国的に問題となっています廃校の問題ですが、美祢市はどのように運営され

る予定ですか。私の案としては、ふるさと納税の一部を利用して地域住民に任

せるといったしくみがいいのではないかと考えます。 

 

事務局：校舎にも古い新しいとありますが、新しいものについてはそのまま活用するこ

とが望ましいと考えます。古いものについても直ちに取り壊すということでは

なく、活用方法があれば利用するのがいいと思います。しかし、現在美祢市で

所有している全ての公共施設の床面積を、市の人口一人当たりで割り振った面

積が、全国平均の約 3倍となっておりますので、経費面でも今後適正な規模に

近づけ、維持管理をする必要があります。 

 

委 員：他の地域では、市がお金を出して施設補修をして利用できるようにするなど、

市も相当の考えを持ってやっています。 

 

事務局：念の為申し上げておきますと、資料に記載しています本庁舎、総合支所の整備

にかかる経費は、計画上のものであり確定したわけではありません。本庁舎の

整備については現在、検討組織を立ち上げて進めております。総合支所につい

ては具体的な計画がありませんが、合併推進債を利用するのであれば、平成

34年度までに具体的な計画が必要になります。これから早急に検討組織を立

ち上げていくようになるのではないかと考えます。 

 

委 員：別府小学校の活用についても、ある程度運営資金が必要になりますので、地域

の考えだけではなく市の指針も必要です。廃校の利活用が地域の活性化の中心

にもなるように市からも財政的に考えていただければと思います。 

 

委 員：学校を無くすとその地域の経済にも影響を与えるということがあります。学校

が無くなる前に廃校になった時の活用方法を検討しなければならないと思い

ます。 

 

委 員：維持が難しいから取り壊すというのではなく、資金を少し出して発展させてい

くということが望ましいと考えます。市の体育館、公民館、図書館など老朽化

が進んでいますので、廃校の校舎の一部を活用し、移転するなど、方法はある

と思います。 

 

４ その他 

事務局：次回の開催予定ですが来年の３月を予定しております。 

 

委 員：ふるさと納税は年間どれくらい収入がありますか。 

 

事務局：年間約 7000万円ありますが半分は返礼品などの経費にかかっています。 

 

委 員：現在、総合支所について規模の縮小が進んでいます。これは、地域の住民感情



的にも良くないし、地域が衰退していくということにつながるので、均衡ある

市の発展を目指しているのであれば、むしろ総合支所に力を入れるべきではな

いかと考えます。 

 

委 員：美祢市に専門学校はないかという意見が出ています。他の自治体では、例えば

学校を農業法人が一括して借りて、それを分配するなど柔軟な貸し方もしてい

ます。そういったことを意見しやすい組織体制作りもしていただきたいです。 

 

委 員：公共施設の床面積について、縮小することはやむを得ないことだと思います。

活用に関して参考にしていただきたいと思いますが、意見具申 8について、体

験型の観光に対応するには、むしろ廃校が利用しやすいと考えます。修学旅行

生を受け入れますと、ある程度人数が来ますので、廃校などの教室が使いやす

いです。農業の技術やその他の知識がある人を掘り起こすきっかけを市で行っ

ていただき、上手く軌道に乗せられれば、秋芳洞の収入増にも繋がっていくと

思います。 

 

５ 閉会 

永嶺会長により閉会 


